
ID:F1221
地域安全事業実施(完了）報告書抜粋

事業内容

事業の成果

今後の課題
地域住民が、今何を望んでいるのかを把握し、その要望にいち早くこたえ安全にそして
安心して生活できるような活動を今後継続して実施していく必要がある。

助成受給団体 いわき南地区防犯協会連合会

事業の名称 防犯指導隊の安全安心パトロール活動

実施期間 平成24年8月1日　～　平成25年2月28日

いわき南地区防犯隊は、当防犯協会連合会の附置する団体であり、年間を通じて
下記の事業を推進した。
１．全国地域安全運動の出勤式や年末年始事件事故防止活動の出動式への積極的参加を行ない、
防犯意識の高揚に努めた。
２．毎月10日の地域安全の日に、午後6時から約2時間、青パトを使用して
南台仮設住宅の安全安心パトロール活動の実施、そして駅前周辺のチカン等防止の
パトロール活動を行なった。
３．振り込め詐欺被害防止のため、年金支給日におけるATM警戒パトロール活動や、
双葉町民が居住する南台仮設住宅の各戸訪問しての被害防止広報活動を実施した。
４．民間交番への活動支援
関の子広場及びうえだ・ふれあい広場の2つの民間交番へサポーターとして
定期的な活動を行なっており、支援している。

１．支援を受け購入した防犯指導隊のネーム入り安全ベストや防犯帽子は着用している
防犯指導隊員自身も身の引き締まる思いで活動に従事し、また一般市民からも信頼を得て
高く評価しており、安全安心が維持されている。
２．全国地域安全運動への参加人員は約200名を超え、その中で防犯指導隊は
中心的役割を果たしている。
３．青パト使用しての仮設住宅のパトロール活動や各戸訪問活動は、仮設住宅に住む
住民の安心感に直結し、大きな信頼を寄せられている。
４．民間交番のサポーターとしても積極的に取り組み、駅利用者の学生の父兄等からも
信頼を得ている。


